
学認アクセスで CiNii を利用するメリットについて 

 

CiNii は Free のデータベースなので学外からでも自由に利用することができますが、学外

から学認を利用してアクセスすると、さらに便利に利用することができます。 

【例】 

● 学認でログインすると、学内 LANに接続されている PCと同様に右上に「武蔵大学」

の文字が表示されます。この状態で検索すると、その資料を武蔵大学図書館で所蔵し

ている場合は、「大学図書館所蔵」の一覧の先頭に「武蔵大学図書館」の所蔵情報が表

示されます。 

● CiNii の検索結果一覧上で表示される本文へのリンクが、本学の契約上、学外から学

認ログインでアクセス可能なデータベースだった場合（日経 BP記事検索サービスな

ど）、ID・パスワードを再度入力する必要はありません 

 

 

学外から学認で CiNii を利用する方法 

 

ここでは、CiNii Articlesの画面を使用していますが、利用方法は CiNii Booksなど他の画

面でも同じです。 

 

1. データベースリンク集などから、CiNii の画面を開き、右上に表示される「ログイン」

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2. ログイン画面が表示されたら、「所属機関の学内認証システムでログインする方」の下

にあるプルダウンメニューから「武蔵学園」を選択します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3. 「武蔵学園」が選択されていることを確認し、「ログイン」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 「武蔵学園 学認ログイン」画面が表示されるので、 

自分のMusashi-ID（Musashi-IDは@以下は不要）と 

パスワードを入力して、「ログイン」ボタンをクリック 

します。 

 

 

 

 

 

 

5. 学認でログインすると、学内 LAN に接続された PC からアクセスしたときと同じよう

に、右上に「武蔵大学」の文字が表示されます。「武蔵大学」の文字の左側のロゴは、学

認でアクセスしていることを表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



連携データベースの利用方法 

 

CiNiiの検索結果一覧で、本学の契約上、学外から学認ログインでアクセス可能なデータベ

ースだった場合、ID・パスワードを再度入力する必要はありません 

 

以下、「日経 BP」を例に連携データベースの利用方法を紹介します。データベースによっ

て、アクセス方法は若干異なりますので、不明な点があれば、大学図書館本館 1階レファレ

ンスカウンターにお問い合わせください。 

 

1. 学認にアクセスしている状態で、「日経 BP」の本文アクセスボタンをクリックします 

日経 BPも学外から学認でのログインが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 日経 BPの学認の画面が表示されたら、 

「学認アカウントで利用する」を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

 



 

3. 学認の所属機関の選択画面が表示されるので、「武蔵学園」が選択されていることを確

認し、「選択」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 既に CiNiiを利用する際に学認でログインをしているので、選択ボタンをクリックする

と、ID/PWを入力しなくても、本文 PDF が開きます。 

 

 

 

 


